
資料３
令和６年度 中央・新旭川まちづくり推進協議会の事業実施状況一覧 

補助金確定額

69,260

【目的】知新小児童と高齢者を中心とした住民等による世代間交流や、地域の安心と安全に寄与する事業を行い、知新っ子の見守
り、地域の連携や福祉の向上を図る。
【内容】地域と学校が連携し、毎月１回「知新っ子交通安全見守り運動」を実施し、登校時の見守りを行うとともに、地域内での世
代間交流として「冬を楽しむ会」を開催しミニ雪像（雪だるま、ペンギン等）づくりを行った。
【参加】見守り運動30名、冬を楽しむ会34名

80,000

【目的】朝日地区の小さな子供からお年寄りまでが自由に集い交流ができる場を提供することにより、顔の見える地域交流を促し、
誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを目指す。
【内容】地域食堂等を開催し、楽しみながら喫食する、多世代地域交流の場を提供する。
【参加】一般参加者260名、演者26名

20,000

【目的】朝日地区在住の子供から高齢者が気軽に参加できる地域交流事業を実施し「顔の見える地域づくり」を進める。また、多世
代が伝統行事を通じて交流することで「日本の文化」や「郷土の歴史」の伝承にも繋げていく。
【内容】朝日地区で地域活動を進める団体・個人と連携し、日本の伝統文化の餅つきを体験しながら味わう交流の場を提供する。
【参加】一般参加者97名

29,960

【目的】地域住民が「他人事」になりがちな高齢者等の支援を「我が事」として取組み、互いに役割を持ち、支え合いながら、自分
らしく活躍できる居場所づくりを進める。
【内容】地域住民が雪像作りという共通の目的を通じて活動することにより、地域の一体感の情勢を図った。
【参加】一般参加者10名

14,921

【目的】西地区在住の子供から高齢者までを対象とした多世代交流事業を実施することにより、「顔の見える地域づくり」を推進
し、安心して住み続けられる地域づくりにつなげることを目的とする。
【内容】幅広い層の年代が共通に楽しめるカーリンコンや昔遊び等を通じた多世代交流の場を提供する。
【参加】一般参加者26名、講師8名

合計 443,360 214,141

事業名 事業実施団体名 事業目的・内容・参加者数など

朝日地域食堂「ひまわり」

（単位：円）

知新っ子見守り事業 知新っ子を見守る会

朝日地区
親子もちつき大会実行委員会

西地区多世代交流
この指と～まれ

西地区多世代交流
この指と～まれ実行委員会

朝日地区ひまわりの会

朝日地区親子もちつき大会

地域居場所づくり推進事業 地域居場所づくり推進委員会

14,921

事業費総額

69,260

275,919

53,300

29,960


